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カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
系
説
一
切
有
部
の
論
書
で
あ
る
発
智
論
と
大
毘
婆
沙
論
を
比
較
す
る
場
合
、
大
毘
婆
沙
論
は
発
智
論
を
逐
次
的
に
引
用
し
て
註
釈
を
加
え
る
以
外
に
、
婆
沙
論
独
自
の
見
解
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
此
等
の
二
大
論
書
は
単
な
る
根
本
論
書
と
そ
の
註
釈
書
と
呼
べ
る
関
係
に
留
ま
ら
な
い
も
の
が
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
説
一
切
有
部
の
教
学
が
未
だ
体
系
づ
け
て
理
解
さ
れ
て
い
な
い
現
在
、
こ
の
様
な
独
自
な
見
解
を
考
察
す
る
こ
と
は
全
体
的
な
テ
キ
ス
ト
理
解
に
と
っ
て
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
研
究
課
題
と
な
る
。
こ
れ
に
加
え
て
根
本
論
書
で
あ
る
発
智
論
に
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
系
説
一
切
有
部
の
論
書
と
考
え
ら
れ
る
異
訳
の
八
健
度
論
が
残
こ
さ
れ
て
い
る
。
此
等
、
発
智
論
と
八
健
度
論
の
学
説
の
相
違
が
如
何
に
大
毘
婆
沙
論
に
反
映
し
て
い
る
の
か
考
察
す
る
こ
と
は
、
大
毘
婆
沙
論
独
自
の
教
学
の
検
討
へ
の
よ
り
深
い
理
解
を
示
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
。
*
*
*
ま
ず
一
例
と
し
て
取
り
上
げ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
も
の
に
、
業
蘊
で
の
「
有
漏
.
無
漏
業
と
有
漏
.
無
漏
法
と
の
因
果
関
係
」
が
あ
る
。
こ
の
個
所
で
は
、
大
毘
婆
沙
論
と
発
智
論
は
同
一
に
な
っ
て
い
る
が
、
発
智
論
と
八
健
度
論
と
の
間
に
は
決
定
的
な
教
学
的
相
違
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
大
毘
婆
沙
論
は
西
方
諸
師
の
異
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
　
　
発
智
論
・
大
毘
婆
沙
論
シ
リ
ヤ
ノ
ニ
シ
テ
ノ
フ
リ
ク
ト
ノ
ナ
リ
　
ヨ
　
　
ニ
　
　
ぬ
　
ぬ
　
　が
む
　
　
む
　　
　
　
　
　
　
む
(働蠶
難
撫雛
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麟
澱
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シ
リ
ヤ
ノ
ニ
シ
テ
ノ
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シ
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こ
の
発
智
論
・
大
毘
婆
沙
論
の
教
学
に
対
し
て
、
八
健
度
論
で
は
次
の
様
に
⑤
の
個
所
で
大
き
な
内
容
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
③八
健
度
論
シ
ノ
ニ
シ
テ
ノ
ア
リ
ヤ
テ
ク
リ
ク
ト
ナ
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ま
た
大
毘
婆
沙
論
に
は
、
前
二
者
と
相
違
す
る
西
方
師
の
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
　大
毘
婆
沙
論
中
の
西
方
諸
師
説
シ
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ク
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此
等
の
発
智
論
・
大
毘
婆
沙
論
、
八
健
度
論
、
西
方
諸
師
の
三
者
は
、
シ
リ
ヤ
ノ
ニ
シ
テ
ト
ノ
④
「
頗
有
二
業
有
漏
有
漏
無
漏
果
一耶
。
」
シ
リ
ヤ
ノ
ト
ニ
シ
テ
ノ
⑤
「
頗
有
二
業
有
漏
無
漏
無
漏
果
H耶
。
」
の
説
を
認
め
る
か
認
め
な
い
か
に
よ
り
、
各
々
の
学
説
を
異
に
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
発
智
論
・
大
毘
婆
沙
論
は
④
を
認
め
る
が
⑤
は
認
め
ず
、
西
方
諸
師
は
⑤
は
認
め
る
が
③
は
認
め
て
い
な
い
。
だ
が
、
八
健
度
論
は
、
④
と
⑤
の
両
者
を
許
す
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
此
等
三
者
の
有
漏
・
無
漏
業
と
有
漏
・
無
漏
果
の
教
学
的
内
容
を
時
間
的
因
果
関
係
と
し
て
纏
め
て
図
に
す
る
と
次
の
様
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
有
漏
無
漏
●
o
有
漏
無
漏
有
漏
無
漏
八
糎
度
論
$
*
*
*
此
等
三
つ
の
因
果
関
係
の
中
で
、
発
智
論
・
大
毘
婆
沙
論
に
お
け
る
教
学
的
特
長
に
つ
い
て
大
毘
カ
シ
ユ
ミ
ニ
ラ
婆
沙
論
は
迦
湿
弥
羅
国
の
諸
論
師
の
説
と
し
て
次
の
様
に
説
い
て
い
る
。
　
ノ
ク
ノ
リ
テ
ニ
ス
ヲ
ハ
ソ
ノ
リ
テ
「
迦
湿
弥
羅
国
諸
論
師
言
、
此
中
依
二
一
因
多
果
一作
レ
論
。
…
…
所
以
者
何
。
此
中
依
二
一
因
多
ニ
ス
ヲ
ニ
シ
ク
ノ
ノ
レ
レ
ナ
ル
コ
シ
ケ
レ
バ
ノ
キ
ガ
ノ
果
一而
作
レ論
。
故
無
二
如
レ是
因
体
是
有
漏
亦
是
無
漏
司
如
卞
無
二
此
因
一亦
無
中
此
果
こ
こ
の
説
明
か
ら
、
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
系
説
一
切
有
部
は
、
因
果
関
係
に
お
い
て
一
因
多
果
説
と
も
呼
シ
ケ
レ
バ
ベ
る
教
学
的
立
場
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
中
で
説
く
「
如
下無
ニ
ノ
キ
ガ
ノ
此
因
一亦
無
申
此
果
加」
と
は
、
説
一
切
有
部
が
〃
因
を
説
く
部
派
"
と
し
て
説
因
部
(
H
e
tu
v
�
d
in
)
と
呼
ぼ
れ
て
い
た
事
実
を
よ
り
明
瞭
な
形
で
示
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
こ
の
説
一
切
有
部
と
対
立
す
る
西
方
諸
師
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
同
じ
く
大
毘
婆
沙
論
に
次
の
様
な
説
明
が
見
ら
れ
る
。
⑥
ノ
ス
キ
ノ
ヲ
ノ
リ
テ
昌
ス
ヲ
ハ
ソ
ノ
リ
テ
「
西
方
諸
師
作
二
如
レ
是
説
弔
此
中
依
二
多
因
一
果
一而
作
レ
論
。
…
…
所
以
者
何
。
此
中
依
二
多
因
一
ニ
ス
ヲ
ニ
シ
ク
ノ
ノ
レ
レ
ナ
ル
コ
シ
ケ
レ
バ
ノ
ギ
ガ
ノ
果
一而
作
レ論
。
故
無
二
如
レ是
果
体
是
有
漏
亦
是
無
漏
司
如
下
無
二
此
果
一亦
無
中
此
因
⑳」
こ
の
多
因
一
果
説
と
も
呼
べ
る
教
学
的
立
場
は
、
先
記
の
説
一
切
有
部
説
と
は
ま
っ
た
く
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
シ
テ
ク
ニ
ル
ノ
ヲ
ス
ト
リ
テ
ノ
ニ
ス
ヲ
ナ
リ
キ
ガ
ノ
ニシ
テ
ズ
ルコ
ト
「
評
日
。
応
レ知
。
此
中
前
説
為
レ
善
。
…
…
依
二
一
体
業
一為
二
問
答
一故
。
無
三
一
業
体
通
二
染
ニ
ナ
リ
ベ
シ
浄
一故
。」
こ
の
様
な
理
由
で
、
大
毘
婆
沙
論
は
そ
の
立
場
を
認
め
て
い
な
い
。
こ
の
西
方
諸
師
説
に
関
し
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、
八
健
度
論
の
展
開
す
る
学
説
は
、
先
記
の
大
毘
婆
沙
論
の
一
因
多
果
説
を
認
め
る
と
同
時
に
西
方
諸
師
説
の
多
因
一
果
説
も
認
め
て
い
る
。
こ
の
立
場
は
、
縁
起
の
構
造
か
ら
言
え
ば
因
果
の
顛
倒
と
も
呼
べ
る
特
異
な
立
場
で
あ
る
。
こ
　
れ
に
関
連
す
る
八
健
度
論
の
縁
起
説
の
一
端
は
す
で
に
拙
稿
で
述
べ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
*
*
*
　
さ
て
こ
の
説
一
切
有
部
の
一
因
多
果
説
は
、
後
代
の
論
書
で
あ
る
阿
毘
達
磨
順
正
理
論
の
中
で
も
見
ら
れ
る
が
、
大
毘
婆
沙
論
の
過
去
未
来
無
体
説
を
論
破
し
て
未
来
修
の
実
有
を
説
く
中
に
特
に
注
目
す
べ
き
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
⑩
ハ
リ
ス
ル『
ノ
ヲ
ク
ト
ハ
ニ
キ
ナリ
ナ
リ
シ
ノ
ヲ
サ
ソガ
ソデ
ニ
リ
「
或
有
レ
撥
訓
無
未
来
修
義
司
謂
過
去
未
来
倶
無
二
実
体
一故
。
為
了
遮
二
彼
執
一顕
丙
定
実
有
二過
ト
ハ
ハ
ク
ス
ル
コ
ヲ
ノ
ヲ
ク
ノ
ヲ
シ
ト
ス
ノ
ノ
ノ
ヲ
ル
ル
ニ
去
未
来
司
現
在
能
修
乙
未
来
善
法
㈱
謂
現
在
世
勝
善
為
レ
因
。
引
コ
起
未
来
諸
善
法
得
司
由
レ得
ニ
ノ
ヲ
ニ
イ
テ
ヲ
ス
ト
ハ
リ
ノ
ミ
ハ
ス
ノ
ヲ
ハ
ハ
リ
彼
法
一故
説
レ
彼
為
二
所
修
司
…
…
現
在
唯
有
二
一
刹
那
一未
来
修
二無
量
刹
那
鱒
現
在
或
唯
有
二
有
ノ
ノ
ごヘ
ハ
ス
ト
ノ
ヲ
ハ
リ
　ア
リ
ノ
ノ
ロミ
ハ
ス
漏
心
心
所
法
鱒
未
来
修
二
有
漏
無
漏
心
心
所
法
司
或
有
二
現
在
一唯
有
二
無
漏
心
心
所
法
凶
未
来
修
ニ
ト
ノ
ヲ
無
漏
有
漏
心
心
所
法
司
…
…
」
こ
こ
で
は
、
先
の
一
因
多
果
説
が
さ
ら
に
広
い
立
場
か
ら
説
か
れ
て
い
る
。
一
般
に
説
一
切
有
部
は
、
三
世
実
有
法
体
恆
有
説
を
も
っ
て
宗
義
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
系
説
一
切
有
部
の
大
毘
婆
,4
論
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い
て
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
に
亙
っ
て
単
な
る
等
分
な
法
の
体
系
を
設
定
す
る
の
で
は
な
く
、
現
在
と
未
来
と
の
関
係
に
よ
り
関
心
を
も
っ
た
教
学
の
確
立
に
関
心
の
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
な
形
で
説
か
れ
て
い
る
の
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
端
に
つ
い
て
は
同
所
報
に
す
で
に
ふ
れ
た
が
、
修
道
論
中
の
世
第
一
法
説
に
問
題
を
絞
っ
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
第
一
法
は
有
漏
の
心
心
所
と
し
て
等
無
間
に
必
ず
無
漏
の
見
道
で
あ
る
苦
法
智
忍
を
引
き
起
こ
す
た
め
の
唯
一
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
大
毘
婆
沙
論
は
次
の
様
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
ハゆ
フ
シ
ヲ
バ
ガ
ニ
ノ
ニ
ク
ヤ
ハ
ズ
ト
ニ
フ
カ
バ
ニ
ル
コ
ヲ
リ
「
問
若
爾
何
故
此
後
文
説
三
世
第
一
法
非
二
多
心
一耶
。
答
彼
説
三
現
世
有
二
作
用
一者
。
唯
有
一ニ
ノ
ミ
ズ
ク
ニ
ヲ
シ
カ
バ
ヲ
ニ
リ
ノ
ニ
リ
ノ
ジ
キ
ナ
リ
モ
ズ
ト
心
一非
レ
説
二
一
切
鴫
若
説
二
一
切
一実
有
二
多
心
↓
未
来
世
中
有
二
多
品
類
↓
種
類
同
故
。
雖
レ
非
ニ
ニ
ケ
テ
ス
コ
ヲ
ト
ソ
ヤ
ハ
モ
ザ
ラ
ソ
ヤ
ニ
所
修
一尚
得
三
名
為
二
世
第
一
法
鱒
況
所
修
者
而
非
レ
是
耶
。」
　
　
フ
ク
ノ
ニ
ク
ハ
ケ
テ
ス
つ
ヲ
ト
チ
ノ
ニ
ル
シ
テ
ハ
「
問
如
二
前
已
説
司
未
来
修
者
。
亦
得
三名
為
二
世
第
一
法
輔
是
則
此
法
応
レ
有
二多
心
↓
而
言
ニ
ト
レ
リ
ヤ
ノ
ブ
ノ
ク
ヲ
ニ
フ
ナ
リ
ト
ベ
シ
一
心
一斯
有
二何
意
司
答
此
中
但
説
二現
在
前
者
一故
言
二
一
心
こ
ご
こ
で
説
く
様
に
未
来
の
所
修
の
多
心
を
世
第
一
法
と
し
て
認
め
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
世
第
一
法
の
随
転
色
と
心
不
相
応
行
ま
で
も
世
第
一
法
説
の
議
論
に
説
き
及
ん
で
い
る
が
、
こ
の
様
な
教
ハ
ハ
リ
ノ
ノ
ミ
ハ
ス
ト
ノ
ヲ
学
的
立
場
は
、
先
の
「
現
在
或
唯
有
二
有
漏
心
心
所
法
輔
未
来
修
二
有
漏
無
漏
心
心
所
法
ご
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
*
*
*
以
上
、
こ
こ
で
は
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
系
説
一
切
有
部
の
特
相
で
あ
る
一
因
多
果
説
を
未
来
修
の
問
題
に
繋
げ
て
考
え
て
き
た
が
、
阿
毘
達
磨
論
書
中
の
最
大
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
あ
る
世
第
一
法
説
に
こ
の
様
な
特
相
の
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
世
第
一
法
か
ら
見
道
へ
の
展
開
、
つ
ま
り
有
漏
の
異
生
位
か
ら
無
漏
の
聖
位
へ
の
展
開
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
有
漏
な
る
主
体
が
如
何
な
る
可
能
性
の
も
と
に
未
来
と
ヘ
ヘ
へ
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
と
い
う
ね
ら
い
が
、
〃
未
来
修
"
な
る
述
語
の
中
に
込
め
ら
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
言
葉
を
換
え
て
言
え
ば
、
現
在
の
生
を
未
来
は
如
何
な
る
可
能
性
の
も
と
に
引
っ
ぱ
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
も
Ij1Iえ
る
。
現
在
の
人
間
の
生
の
意
義
が
、
未
来
の
目
的
へ
の
明
確
な
表
象
や
価
値
判
断
の
総
体
的
な
視
座
な
し
で
は
あ
り
え
な
い
様
に
、
極
め
て
未
来
的
な
側
面
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
様
な
相
対
化
さ
れ
た
生
の
理
性
的
な
実
践
課
題
が
、
説
一
切
ヘ
へ
有
部
の
大
毘
婆
沙
論
に
お
い
て
は
、
必
然
的
に
一
因
多
果
的
縁
起
説
を
方
法
と
し
て
採
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
註
①
大
正
二
六
巻
、
九
七
九
b
。
②③④0
大
正
二
七
巻
、
六
四
〇
b
～
c
。
大
正
二
六
巻
、
八
五
一
b
。
大
正
二
七
巻
、
六
四
〇
c
。
大
正
二
七
巻
、
六
四
〇
b
～
c
。
4
⑥
大
正
二
七
巻
、
六
四
〇
c
。
⑦
大
正
二
七
巻
、
六
四
〇
c
。
⑧
「
新
旧
両
毘
婆
沙
論
に
於
け
る
丁
二
の
相
違
点
に
つ
い
て
」
(
印
仏
研
究
、
第
三
十
巻
第
二
号
)
⑨
大
正
二
九
巻
、
四
八
八
a
。
⑩
大
正
二
七
巻
、
五
五
一
c
。
⑪
「
発
智
・
大
毘
婆
沙
論
に
お
け
る
世
第
一
法
説
の
一
考
察
」
(仏
教
文
化
研
究
所
所
報
創
刊
号
、
ぺ
ー
ジ
八
b
)
。
⑫
大
正
二
七
巻
、
一
〇
b
。
⑬
大
正
二
七
巻
、
二
〇
c
。
中
論
の
研
究
d
v
e
s
a
ty
a
に
つ
い
て
前
川
重
綱
二
諦
(d
v
e
s
a
ty
a
)
に
よ
っ
て
、
諸
仏
は
法
を
説
か
れ
る
。
世
俗
諦
と
勝
義
諦
と
で
あ
る
。
(捲
骭
四
章
)
d
v
e
sa
ty
e
sa
m
u
p
�
sr
ity
a
b
u
d
d
h
�
n
�
m
d
h
a
r
m
a
-d
e
sa
n
�
.
lo
k
a
-s
a
m
v
r
iti-s
a
ty
a
m
c
a
sa
ty
a
m
c
a
p
a
r
a
m
�r
th
ata
h
.
(
2
4
-
1
8
)
仏
教
思
想
史
上
、
不
滅
の
光
彩
に
輝
く
龍
樹
は
二
諦
、
す
な
わ
ち
世
俗
諦
(
sa
m
v
riti-sa
ty
a
)
と
勝
義
諦
{
p
a
ra
m
�
rth
a
-sa
ty
a
)
と
に
よ
っ
て
無
明
に
蔽
わ
れ
た
衆
生
の
た
め
に
諸
仏
の
説
法
が
な
さ
れ
た
と
言
う
。
い
わ
ゆ
る
真
俗
二
諦
説
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
仏
教
の
重
要
な
教
義
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
真
俗
二
諦
説
と
は
、
通
常
、
勝
義
諦
は
釈
尊
の
第
一
義
な
教
説
で
あ
り
、
世
俗
諦
は
衆
生
の
機
根
や
環
境
な
ど
に
応
じ
て
説
か
れ
た
方
便
説
で
あ
る
と
言
う
教
法
の
形
式
、
つ
ま
り
説
法
教
化
の
方
法
論
の
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
第
一
義
的
な
教
説
と
は
何
か
。
龍
樹
は
、
大
乗
仏
教
の
先
駆
を
な
す
般
若
経
が
説
く
超
論
理
の
二
諦
説
を
ど
の
よ
う
に
論
理
の
世
界
に
投
影
し
た
の
か
。
今
、
そ
の
回
答
を
提
示
す
る
に
先
だ
ち
、
中
論
頌
の
一
偈
を
掲
げ
よ
う
。
そ
れ
は
二
諦
説
の
最
も
根
源
的
な
も
の
に
迫
る
捷
径
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
大
聖
の
法
を
説
こ
う
と
す
る
心
は
翻
っ
た
。
こ
の
法
が
鈍
根
者
(
m
a
n
d
a
)
に
理
解
さ
れ
難
い
と
思
わ
れ
て
。
(彎
黏
章
)
龍
樹
は
、
こ
れ
と
同
趣
旨
の
こ
と
を
R
a
tn
�
v
a
li
に
お
い
て
も
説
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
釈
尊
正
覚
の
深
密
意
(
s
a
m
d
h
i)
に
寄
せ
る
彼
の
関
心
の
深
さ
と
二
諦
説
に
対
す
る
根
本
的
立
場
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
牟
尼
は
正
覚
を
得
た
あ
と
、
こ
の
法
は
極
め
て
深
遠
で
あ
る
た
め
に
人
び
と
に
は
0
理
解
し
難
い
と
考
え
、
初
め
は
法
を
説
く
こ
と
を
や
め
ら
れ
た
。
②
こ
の
両
偈
が
説
く
「
そ
れ
故
に
」
と
は
「
甚
深
微
妙
な
る
が
故
に
」
と
言
う
意
味
で
あ
る
が
、
両
偈
と
も
釈
尊
の
初
転
法
輪
に
対
す
る
躊
躇
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
仏
伝
中
、
南
北
両
伝
と
も
に
等
し
い
梵
天
勧
請
に
先
だ
つ
一
節
を
叙
述
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
経
は
説
③
く
、
「
我
所
得
法
。
甚
深
難
レ
解
。
唯
仏
与
レ仏
。
乃
能
知
レ
之
」
と
。
従
っ
て
、
こ
の
法
は
人
間
の
④
思
惟
や
言
葉
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
法
を
説
い
て
も
、
わ
が
説
法
は
無
益
で
あ
り
、
徒
労
0
に
帰
す
る
で
あ
ろ
う
。
故
に
、
法
を
説
く
こ
と
な
く
沈
黙
(
t�
sn
im
b
h
�
v
a
)
の
う
ち
に
死
ん
で
い
⑥
こ
う
、
と
決
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
経
は
釈
尊
の
こ
の
悲
痛
な
心
境
を
「我
寧
黙
然
。
入
二
般
涅
槃
こ
と
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
梵
天
の
両
三
度
に
わ
た
る
懇
請
が
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
今
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
釈
尊
の
こ
の
説
法
の
躊
躇
と
沈
黙
と
に
象
微
さ
れ
る
甚
深
微
妙
に
し
て
、
人
間
の
不
完
全
な
言
葉
や
論
理
で
は
説
き
得
な
い
法
、
つ
ま
り
釈
尊
の
悟
ら
れ
た
真
理
(
s
a
ty
a
)
0
そ
の
も
の
で
あ
る
。
経
は
説
く
、
「
諸
仏
の
菩
提
は
字
も
な
く
、
説
も
な
し
」
と
。
ま
た
「
寂
慧
よ
、
如
来
は
無
上
正
等
覚
を
悟
り
し
夜
よ
り
涅
槃
す
る
夜
に
至
る
ま
で
、
そ
の
間
に
一
字
も
説
か
ず
、
宣
⑧
説
せ
ず
、
ま
た
宣
説
せ
ざ
る
べ
し
」
と
。
ま
さ
に
、
出
世
間
無
分
別
智
の
世
界
は
、
空
の
世
界
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。
い
み
じ
く
も
龍
樹
は
、
こ
の
不
可
言
説
(
a
v
a
c
y
a
)
、
不
可
思
議
(碧
団三
巻
)
な
る
真
実
と
沈
黙
と
の
意
義
の
重
味
に
触
れ
て
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
他
に
縁
る
こ
と
な
く
、
寂
静
で
あ
り
、
戯
論
(
p
r
a
p
a
n
c
a
)
に
よ
っ
て
戯
論
さ
れ
る
こ
と
な
く
分
別
(
v
ik
a
lp
a
)
を
離
れ
て
多
義
を
超
え
る
こ
と
、
こ
れ
が
真
実
の
相
で
あ
る
。
(鯔
計
伽
章
)
戯
論
(
p
r
a
p
a
n
c
a
)
を
超
え
て
不
滅
な
る
ブ
ッ
ダ
を
戯
論
す
る
者
は
、
す
べ
て
戯
論
に
害
さ
れ
て
、
如
来
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
(鞋
誰
章
)
一
切
の
認
識
(
sa
rv
a
-u
p
ala
m
び
訂
)
が
寂
滅
と
な
り
、
戯
論
(
崗
巷
巴
8
)
が
寂
滅
な
る
こ
と
、
こ
れ
が
吉
祥
で
あ
る
。
ブ
ッ
ダ
は
、
ど
こ
に
お
い
て
も
、
誰
に
も
、
な
ん
の
法
を
も
説
か
れ
た
こ
と
は
な
い
。
(鰈
二
蛙
鱆
)
も
ち
ろ
ん
、
O
き
痔
欝
団旨
は
こ
の
龍
樹
の
思
想
を
継
承
し
、
「
勝
義
と
は
、
実
に
諸
聖
者
に
と
　
っ
て
黙
然
た
る
こ
と
で
あ
る
」
(
p
a
r
a
m
�
r
th
a
h
y
�
ry
�
n
�
m
t�
sn
im
b
h
�
v
a
h
.)
と
釈
し
、
「
勝
義
諦
と
は
何
か
。
認
識
の
活
動
さ
え
も
な
い
と
こ
ろ
(
y
a
tr
a
jn
�
n
a
sy
�
p
y
a
p
a
ra
c
a
ra
h
,)
そ
こ
　
に
、
な
ぜ
諸
文
字
の
論
議
が
あ
ろ
う
」
と
論
じ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
勝
義
、
す
な
わ
ち
究
極
的
真
